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議案第61号 

 

 

 

岸和田市有功者の表彰につき 

同意を求めるについて 

 

 

岸和田市有功者表彰条例第２条第１号及び第２号に該当する次の者を

表彰するにあたり、同条例第３条第１項の規定により議会の同意を求め

る。 

 

 

 

令和３年８月24日提出 

 

 

 

岸和田市長 永 野 耕 平  
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岸和田市有功者表彰条例第２条第１号該当者（叙勲・褒章関係者） 

（50音順） 

氏 名  楠 本 二 郎  氏 

氏 名  富 川 孝 子  氏 

氏 名  西 野  豊   氏 

氏 名  平 松 紀美子  氏 

氏 名  南   淳 子   氏 

氏 名  森 垣 確 士  氏 

 

 

岸和田市有功者表彰条例第２条第１号該当者（審議会答申者） 

（50音順） 

氏 名  西 田 和 敬  氏 

氏 名  宮 本 英 雄  氏 

氏 名  村 木  子  氏 

 

 

岸和田市有功者表彰条例第２条第２号該当者 

（基準別・50音順） 

氏 名  岩 﨑 雅 秋  氏 

氏 名  河 合  馨   氏 

氏 名   原 佳 一  氏 

氏 名  友 永  修   氏 

 



（50音順）

氏 名
叙 勲 ・ 褒 章 種 別
（ 受 章 年 月 日 ）

業　績　・　事　績 備考

楠 本 二 郎 藍 綬 褒 章
（令和２年11月３日）

（更生保護功績）
氏は、平成９年に保護司として奉職以

来、永年にわたり更生保護の発展に多大な
貢献をしており、令和２年11月に藍綬褒章
を受章された。

人格見識共に高く、永年にわたり市政の
発展に尽力されるとともに、広く本市のま
ちづくりに貢献された功績は誠に多大であ
る。

富 川 孝 子 瑞 宝 単 光 章
（令和３年４月29日）

（矯正業務功労）
氏は、昭和47年に法務事務官看守として

奉職以来、永年にわたり矯正業務の発展に
多大な貢献をしており、令和３年４月に瑞
宝単光章を受章された。

人格見識共に高く、永年にわたり市政の
発展に尽力されるとともに、広く本市のま
ちづくりに貢献された功績は誠に多大であ
る。

西 野 豊 瑞 宝 単 光 章
（令和２年11月３日）

（郵政業務功労）
氏は、昭和46年に郵政省職員として奉職

以来、永年にわたり郵政業務の発展に多大
な貢献をしており、令和２年11月に瑞宝単
光章を受章された。

人格見識共に高く、永年にわたり市政の
発展に尽力されるとともに、広く本市のま
ちづくりに貢献された功績は誠に多大であ
る。

平 松 紀 美 子 藍 綬 褒 章
（令和２年11月３日）

（統計調査功績）
氏は、昭和58年に工業統計調査員として

奉職以来、永年にわたり統計調査業務の発
展に多大な貢献をしており、令和２年11月
に藍綬褒章を受章された。

人格見識共に高く、永年にわたり市政の
発展に尽力されるとともに、広く本市のま
ちづくりに貢献された功績は誠に多大であ
る。

令和３年度　有功者表彰条例第２条第１号該当者（叙勲・褒章関係者）
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（50音順）

氏 名
叙 勲 ・ 褒 章 種 別
（ 受 章 年 月 日 ）

業　績　・　事　績 備考

令和３年度　有功者表彰条例第２条第１号該当者（叙勲・褒章関係者）

南 淳 子 瑞 宝 双 光 章
（令和３年４月29日）

（行政相談功労）
氏は、平成13年に行政相談委員として奉

職以来、永年にわたり行政相談業務の発展
に多大な貢献をしており、令和３年４月に
瑞宝双光章を受章された。

人格見識共に高く、永年にわたり市政の
発展に尽力されるとともに、広く本市のま
ちづくりに貢献された功績は誠に多大であ
る。

森 垣 確 士 藍 綬 褒 章
（令和２年11月３日）

（人権擁護功績）
氏は、平成11年に人権擁護委員として奉

職以来、永年にわたり人権擁護業務の発展
に多大な貢献をしており、令和２年11月に
藍綬褒章を受章された。

人格見識共に高く、永年にわたり市政の
発展に尽力されるとともに、広く本市のま
ちづくりに貢献された功績は誠に多大であ
る。
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（50音順）

氏　　名 功　績　内　容 備考

西 田 和 敬 平成５年４月１日岸和田市水防団に入団以来、令和３年３月
31日に退団するまでの28年にわたり、市民の生命と財産を守る
ため、水防団員の模範として水防団の水防体制の強化、発展に
大きく貢献された。

平成７年７月２日から６日にかけての梅雨前線豪雨災害で
は、岸和田市山滝地区で連続雨量230.0㎜を記録、４日６時30分
には大阪府に大雨、洪水警報が発令され、市内の河川において
護岸崩壊、法面崩壊、溢水等の被害が多発し、床上浸水3棟、床
下浸水119棟の被害に見舞われた。この際、西田氏は第３分団の
団員として牛滝川にて水防活動にあたり、堤防決壊、住宅地へ
の浸水の拡大防止など、水害を最小限に防ぎ水防団に寄せる市
民の信頼を確固たるものとした。

平成26年８月９日から10日にかけての台風第11号による災害
では、岸和田市牛滝地区で連続雨量283.0mmを記録、９日４時47
分に土砂災害警戒準備情報、８時50分には土砂災害警戒情報が
発表され、10日正午ごろに河合町船渡地区および上白原町で土
砂災害が相次いで発生した。この際、氏は本団部長として自ら
現場へ急行し、応急処置や付近の安全確保にあたる団員の陣頭
指揮にあたるなど、リーダーシップを発揮した。

平成29年９月の台風21号襲来による土砂災害、平成30年９月
の台風21号襲来による高潮への対応について、氏は水防団副団
長として市災害対策本部と連携し、被害の軽減に努められた。

一方、平常時においては、他の団員からの信頼も厚く、常に
分団内のリーダー的存在として活躍されてきた。また、平成26
年４月１日からは水防団本団部長に就任、平成28年４月１日か
らは副団長、平成31年４月１日からは団全体の指導者である団
長として、その豊富な経験と水防知識を基に、後輩や後継者の
育成等にも努めてきた。

宮 本 英 雄 昭和49年に体育指導委員の委嘱を受け、長年にわたりスポー
ツ推進委員として市内各地域でのスポーツ振興、市民スポーツ
カーニバルや各種ファミリースポーツ事業等の推進に精力的に
取り組んでこられた。スポーツ推進委員協議会での組織をまと
める能力はすばらしく、スポーツ推進委員からも信頼され、ス
ポーツ推進委員協議会における事業においてはリーダーとして
優れた指導力を発揮され、体育指導員協議会、スポーツ推進委
員協議会を通して、副会長を12年、会長を12年務められ、その
間協議会主催の様々なスポーツイベントを企画・運営され、協
議会の発展、本市の地域スポーツ振興に貢献された。

現在も岸和田市スポーツ推進委員協議会顧問を務め、委嘱さ
れてからこれまで47年間に渡り、地域スポーツの振興に積極的
な活動を繰り広げ、スポーツが現代社会において果たす役割を
正しく理解し、各種の事業を通じてスポーツの振興、1人でも多
くの理解者を増やすための啓蒙啓発などに努めて、市内での生
涯スポーツ等の普及に大きな役割を果たし、近年では岸和田市
スポーツ推進委員協議会での人気事業であるウォークラリーの
開始・発展にも大きく関わられている。

令和３年度　有功者表彰条例第２条第１号該当者（審議会答申者）
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（50音順）

氏　　名 功　績　内　容 備考

令和３年度　有功者表彰条例第２条第１号該当者（審議会答申者）

村 木  子 岸和田市母子寡婦福祉会は、母子家庭及び寡婦の親睦をはか
るとともに、生活の安定と向上のために必要な方途を講じ、母
子家庭の児童の健やかな育成に務め、もって福祉の増進に資す
ることを目的に設立された団体である。

村木氏は、役員として20年以上に渡り、会員のひとり親家庭
の相談に乗り、時には行政との橋渡しとして活躍されてきた。

また、会長及び副会長を計14年間務められ、会としてイベン
ト等を主催し、ひとり親家庭の横の連携を深めるためにも尽力
されてきた。

岸和田市母子寡婦福祉会以外にも、岸和田市国際親善協会、
岸和田市文化協会の役員等も務められてきた。
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（基準別・50音順）

平成23年５月１日

岩 﨑 雅 秋 ～

令和３年10月31日

平成23年５月１日

河 合 馨 ～

令和３年10月31日

平成23年５月１日

 原 佳 一 ～

令和３年10月31日

平成23年５月１日

友 永 修 ～

令和３年10月31日

市
　
議
　
会
　
議
　
員

市議会
議　員

10年６月

市議会
議　員

10年６月

換 算 率 換算年月 合 計 備考

令和３年度　有功者表彰条例第２条第２号該当者

基準 氏 名 在職年月公 職名 在 職 期 間

×10/10 10年６月 10年６月

市議会
議　員

10年６月 ×10/10 10年６月 10年６月

×10/10 10年６月 10年６月

市議会
議　員

10年６月 ×10/10 10年６月 10年６月
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